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豊中キャンパス（大阪府豊中市待兼山町１－８）

大阪大学　大学院言語文化研究科　教員公募

大阪大学大学院言語文化研究科は、人文・社会・自然の諸科学のいずれの
分野からでも人材を受け入れ、それぞれの専門を基礎としながら、国際化・情
報化社会の発展を推進していく人材の育成を目的とする、言語文化研究の
ためのわが国で最初に設立された大学院独立研究科です。

本研究科言語文化専攻では、現代超域文化論講座およびロシア語部会に
所属し、ロシアないしスラブ一般の文学・文化を専門とする教員（ロシア語・ロ
シア文化ないしスラブ語・スラブ文化に関する諸問題について広い関心を持
ち、現代超域文化論講座での授業と研究指導ができる方）を募集いたしま
す。　※現代超域文化論講座の概要については、 http://www.lang.osaka-
u.ac.jp/lc/education/lecture を参照。

准教授または講師

１名

大学院言語文化研究科言語文化専攻現代超域文化論講座およびロシア語
部会

ロシアないしスラブ一般の文学・文化（ロシア語・ロシア文化ないしスラブ語・
スラブ文化に関する諸問題について広い関心を持ち、現代超域文化論講座
での授業と研究指導ができる方。※現代超域文化論講座の概要について
は、 http://www.lang.osaka-u.ac.jp/lc/education/lecture を参照）

全学共通教育科目（ロシア語）（初年度は原則週５コマ）。
原則として２年目より大学院の授業担当および大学院生の研究指導が加わ
る。

7. 応募資格

〔必須条件〕

（１）博士学位取得者もしくはそれに準ずる業績を有する方。
（２）日本語を母語としない方の場合は、業務に支障のない日本語能力を有
すること。

２０１９年４月１日

期間の定めなし（ただし、定年６５歳）

国立大学法人大阪大学教職員の労働時間、休日及び休暇等に関する規程
による
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/joho/files_jinji/sk0006
※専門業務型裁量労働制適用（みなし労働時間：１日８時間）

国立大学法人大阪大学教職員給与規程による

http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/joho/files_jinji/sk0010

国家公務員共済組合、雇用保険、労働者災害補償保険に加入

６か月
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〒５６０－００４３　豊中市待兼山町１－８
　国立大学法人大阪大学言語文化研究科・外国語学部
　豊中事務室総務係　宛
※封筒の表に、「現代超域文化論講座　教員応募書類在中」と朱書きするこ
と。
※簡易書留郵便で送付すること。
※応募書類は返却いたしません。
※なお、応募書類による個人情報は、採用者の選考及び採用後の手続き等
を行う目的で利用するものであり、その他の目的には使用しません。

＜担当者＞
大阪大学大学院言語文化研究科言語文化専攻
現代超域文化論講座准教授　木原善彦
e-mail で。(電話による問い合わせには応じられません。)
アドレス：y-kiharaATlang.osaka-u.ac.jp
  　　　    （ATを@に変えてください。）

日本時間にて　２０１８年８月３１日　必着

書類審査を行ったのち、面接審査を行います。
※面接審査の案内は書類審査通過者にのみ行います。
（面接時期は２０１８年９月下旬～１０月中旬の予定。書類審査不合格の連絡
はいたしませんのでご了承ください。）
※面接のための旅費及び宿泊費等は応募者の負担とします。

国立大学法人大阪大学

（１）履歴書（高等学校入学以降の学歴・職歴、写真貼付）：原本１通、コピー
　　 ４部
 　　連絡先の電子メールアドレスを明記のこと。
（２）教育・研究業績一覧：５部
　　 （著書・論文・学会発表・その他を項目別に記載し、それぞれ査読の有無
　　 を明記のこと。掲載が確定したものならば可［ただし証明書類を添付の
　　 こと］。
　　 著書と論文にはすべて日本語400字程度の概要をつけること。）
　　 ＊（１）、（２）は任意の様式による。
（３）主要業績３点を各５部 （論文は抜刷またはコピー可。著書はコピーまたは

PDFファイル [USBメモリー、CD-rom等]。）
　　 ＊教育・研究業績一覧の該当する部分に○を記すこと。
（４）推薦状：１通　推薦状の推薦者とは別に、応募者本人に関する所見をうか
　　 がえる方２名の氏名、所属、連絡先。
（５）今後の研究計画、および教育についての抱負を、それぞれＡ４用紙１枚
　 　程度に日本語でまとめたもの：５部ずつ
（６）日本語を母語としない応募者は、日本語能力の検定試験の結果など
　　 日本語能力を証明する書類等があれば提出すること。（コピー可）：１部

その他の労働条件については国立大学法人大阪大学教職員就業規則等に
よります。
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/joho/kitei_shugyou.html

大阪大学は男女協働を推進しています。性別や人種・民族等の別にかかわり
なく、意欲ある方の応募を歓迎します。


